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6月号

生産者

高橋秀紀
6月3日 除草剤散布

5日 中国地方梅雨入り
8日 猪の進入対策 電気柵の設置

今年は少し早めに、猪の進入を防ぐ対策を
行いました。今のところ被害もなく、安心して
います。稲の成育状況は、平均的に気温が低く、
約一週間位遅れている様に感じています。
梅雨明け後、好天に恵まれることを期待して
います。

エースファーム

オーナー 株式会社エース

水田面積 15.5アール

保証量 玄米698kg

形態・品種 特別栽培コシヒカリ

ブランド 「海」

Co2回収 約1550kg

水田オーナーズクラブ 鳥取県日野郡日南町生山402-7 www.suiden.jp

6月の作業内容と稲の状態

草を刈らないと虫の巣とな
り、米の品質に影響を与え
るため大事な作業です。除
草剤を使用する事もありま
すが、できる限り刈払い機
で刈り、場所によっては手
押し車で行います。

草刈り 肥料散布

6月下旬の稲

根本からどんどん株が分か

れて数が増えていくことを

分けつと言います。6月が

最盛期で適正数になるまで

一気に成長させ、穂になる

ものを確定させます。
6月初旬の稲

肥料散布手押し車の草刈り機

分けつ
ぶん

中間の追肥です。稲の体を健
全に育てるために、化学肥料
は使わないようにしています。
写真の機械は10㎏の重さで、
そこに20～40㎏の肥料を入れ
て背負います。


